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いた研究者としては、彼は自他ともに認める世界 NO.1 の学者である。受入大学は World Tourism 




















〔心理学〕〔観光学〕〔メンタルヘルスツーリズム〕〔セイバーリング〕〔       〕 
 
研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い 
場合は主要なものを抜粋してください。） 
①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 
②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 
③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 
④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 
 
① 雑誌論文 
小口孝司、メンタルヘルスツーリズム導入の意義と効果、観光研究、２７巻、１号、2015年、8-12. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※この（様式２）に記入の、成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等
を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
 
